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【1】活動概要



鐵研の基本情報(赤字は今年度の変更事項)

 活動→週2回(週例会1回,夜会1回)

→週例会はZoomを利用したオンラインでの実施

→夜会は対面+オンラインのハイフレックス型実施

 年会費→無料(ただし旅行費用等は自己負担)

 団体旅行→年2～3回(新歓,夏+α)

→新歓旅行は中止(代替イベント予定)、夏は未定

 コンパ(食事会)→年3回(新歓,前期終わり,学年末)

→当面の間中止



【2】定例活動



1:夜会(赤字は今年度の変更事項)

 週1回の放課後に行われる座談会

→今期は学内に場所を設定。対面での参加が可能。

同時にDiscordでリアルタイム接続。オンライン形式での

参加も可能(新歓期間終了後に再開)。

 会員同士が集まって,様々なテーマについて話し合う

テーマ例:最近の話題,模型,旅行の相談,授業/履修の

相談,鉄道以外の趣味(野球,アイドルetc…)など様々

 先輩や同期と親しくなることができる



2-1:夜会の実施方法

大学構内
自宅等

◎対面、オンラインどちらの
形態でも参加可能



2-2:週例会(赤字は今年度の変更事項)

 週1回,昼休みに会の運営に関する情報を会員全員で共有するための活動

(例:各役職(※)からの連絡、各種イベントの情報共有・決定etc…)

→Zoomを用いた完全オンラインでの実施

 原則全員参加(ただし毎度全体LINEに議事録を投稿)

※係の詳細は後述



【3】各種イベント



 例年は新歓・夏(・冬)の年に2～3回実施。

 夏旅行は宿泊を伴う大イベント(日程を2つ用意して

どちらかに参加)

 ※費用は自己負担

3-1:会主催旅行



 例年、関東近郊にて日帰りで実施

 2019年は秩父鉄道へ

実施例:新歓旅行



 2泊3日で実施(2019年は紀伊半島一周)

 現地集合・現地解散(西の方から合流する人も…)

 自由行動の時間もアリ

 たくさんの会員と親しくなれる

実施例:夏旅行



 節目の年(会設立50周年、埼玉大学70周年etc)に実施

 2019年度はいすみ鉄道・小湊鐡道にて車両貸切

実施例:団体貸切列車



 毎年11月の大学祭(むつめ祭)に出展

 模型やグッズ、活動報告等の展示

 毎年家族連れを中心に好評

3-2:むつめ祭



 10月頃に、武蔵浦和コミュニティーセンターで実施される
イベントに出展

 イベントの運営・接客といった貴重な体験ができる

 今年度はいつもよりBIGに…？

3-3:コミセンイベント



 鉄道模型(Nゲージ)を保有する会員の有志
が集まり運転会を実施

 レンタルレイアウトや公民館で楽しく会
話しながら行われる

→今年は新歓運転会実施予定

3-4:模型運転会



 年に2回(秋、春)発行される会誌

 旅行記や鉄道に関する調査、

会の活動報告など

3-5:空転防止の発行

会HPよりDLして読めます→



【参考】役職について

※2年次以降のみ対象



(参考)役職

 各行事の企画立て,活動において中心となって活動する人

 原則2年以上が役職に就く(1年は役職なし)

 あくまで、活動の「中心」であるため、役職者がすべての
仕事を行うわけではない(指揮がメイン)



(参考)役職(各役職の紹介)

[会長]

会全体の指揮を執る。また大学側との話し合いなどの外務活動も会長が
中心となって行う。

[副会長]

会長の補佐、および会内部の活動を円滑にするための内務活動を行う。

[会計]

会の財務担当。備品購入時の出納がメイン。



(参考)役職(各役職の紹介)

[広報]

Twitterやホームページの運営

[書記]

週例会の議事録作成

[空転防止]

会報紙「空転防止」の編集/製本



3:役職(各役職の紹介)

[むつめ]

むつめ祭(文化祭)にて実行委員とのやり取り,会議への参加,準備や当日の指
揮

[コミセン]

さいたま市コミュニティーセンター主催の祭りにおける運営さんとのやり
取り,準備の指揮

[展示]

旅行報告/会の活動/鉄道クイズといった壁展示の作成/貼り付け



(参考)役職(各役職の紹介)

[旅行]

会主催の旅行において旅程の作成/宿の手配

[模型]

むつめ祭/コミセンまつりにおける模型レイアウトプランの作成/設営、

会主催の有志運転会の手配


